














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(h1 ≠ h2 ≠ … ≠ hn)
個々の人間 
非現実的 
感覚界 
似姿 
イデア 
現実的 
普遍的美 
美しいもの 
 
愛 
美しい知識 
美しい魂 
美しい行動 
美しい身体 
欲望 
真実 
一なるもの 
知性 
（各種の知性） 
魂 
（各種の魂） 
自然 
（物体） 
物質 
３つの存在レベル 
非存在 
「進む」 
「止まる」 
「戻る」 
神 
天使 
（知性） 
魂
自然 
物質 
5つの存在レベル 
非存在 
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トリック教会に疑念をもたせない、しかし古代哲学に強い読者なら解読できるよう
な（「天使」と書かれているのは、「知性」を意味する一種の暗号である）キリスト
教化された言葉を練る必要がある。しかし同時に、単なるキリスト教化された言葉
遣いではなく、新プラトン主義の体系そのものもキリスト教化されているという意
味で、哲学の真の総合がそこにはある。しかもこの種の総合には、古代の先例もあ
る。五世紀の新プラトン主義哲学者プロクロスの弟子であるキリスト教徒が、ディ
オニュシオス・アレオパギテースの名の下に、新プラトン主義の体系を天使の階層
あるいはカトリック教会の構造に適用した神学論を書いていた。マルシリオ・フィ
チーノはこの偽＝ディオニュシオスの著作を翻訳し、下に見るとおり、『饗宴』注
解の中でそれを引用してもいる。
　フィチーノにおいても、古代後期ギリシアの新プラトン主義者らにおけるのと同
様に、愛とは、第一の根源と存在の諸レベルの間での発出と回向の運動に関係する
形而上学的な力である。
	 　その至高の創造主（＝神）は、第一に万物を創り、第二にそれらを自らの方
へ引き寄せ、第三にそれらを完全なものとする。同様に、万物はまず、生まれ
ると同時にあの絶えることのない泉から流れ出し、ついで自分たちの起源を探
してその同じ泉へと逆流し、最後に、自分たちの根源へと回帰した後で完全な
ものとされる。ゆえに、プラトンにおいてはよく言われるとおり、この世界の
王のことを「善であり美であり義である」と呼ぶことができる。創造するから
「善」、惹きつけるから「美」、完全にするから「義」なのである。したがって
惹きつけることをその特性とする美は、善と義の間に位置することとなる。美
は善から流れ出し、義を目指して逆流するのである。６
　全実在は三段階からなる力学にしたがって組織される。それにおいて神は、諸存
在を自らの外へと投げだし、次にそれらの運動を自らへと回帰する運動に反転さ
せ、最後にそれらを新たに自らの内に迎え入れる。この運動の三つの段階には、神
の三つの属性が対応する。すなわち、諸存在を惜しみなく生み出す善、それらを惹
６	 マルシリオ・フィチーノ『プラトンの『饗宴』注解』、第二書、第一章。
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きつける美、救いと埋め合わせとしての義――埋め合わせとは、存在するために自
らの根源から離れることで各存在が被った喪失のそれである。この構造の中で、神
の美によって引き起こされた愛は、神から発して神へと戻るサイクルの中間点に一
致する。
	 　この神の美が、万物の内に愛、すなわち神の美への希求を生み出す。神が世
界を自らの方へと運び、世界もまた神の方へと運ばれるのは、絶えず惹きつけ
る力が一つしかないからである。この力は神から出て、世界をつらぬき、神へ
と至り、円を描くように出発点へと戻ってゆく。このような、神から世界へ
世界から神へとめぐる円は、唯一で同一でありながら三つの名前で呼ばれる。
神の内で始まり惹きつけるので「美」、世界をつらぬき世界を神へと運ぶので
「愛」、創造主へと回帰し創造主により創造されたものを創造主に合一させるの
で「悦楽」と。ゆえに愛は、美から始まり悦楽に終わる。このことこそ、ヒエ
ロテスとディオニュシオス・アレオパギテースの有名な讃歌の意味するところ
である。その中で、この神学者たちは、次のように歌っている。「愛は善の円、
善から善へと終わりなく回り続ける。」７
　ここでマルシリオ・フィチーノは、循環運動の単一性を強調している。たしかに
それは三つの段階を含むが、途切れることがないので、中間点である愛は、事実
上、サイクルの全体を指し示すことができる。愛は、神から来て愛を生じさせる美
によって最初の段階と、神に再会して喜びを生じさせる第三の段階とに、不可分に
結びついているからである。偽＝ディオニュシオスの引用で、善が第一の根源すな
わち神を指示していることが、愛と、実在を組織する力学的サイクル全体の同等性
を証明している。悦楽（voluptas）が言及されていることは、この形而上学がエロ
ス的なものをたしかに含むことを強調する。とはいえ、このエロス的なものはまる
ごと神へと差し向けられている。
	 　美とは神から来て万物へと浸透していく作用あるいは光で、第一に天使の知
７	 同書、第二書、第二章。偽＝ディオニュシオスの引用は、『神名論』Ⅳ,	17.
	 357
性へ、第二に世界の魂とその他すべての魂へ、第三に自然へ、第四に物体の物
質へと浸透する。ちょうど太陽の唯一の光が四元素すなわち火、空気、水、土
を照らすのと同じように、神の唯一の光は、知性、魂、自然、物質を照らす。
そして、四元素の中に光を見るとき、人は太陽から発する光を感じ取って、上
方の太陽の光の観想へと向かってゆくのと同じように、知性、魂、自然、物体
という四つのレベルにある美を観想し愛するとき、人は神の光輝く美を観想し
愛するのであり、その光輝く美をとおして神自身を観想し愛するのである。８
　光と神の美の類比は、下に向かう場合は神の美が万物に行き渡ることを示すのに
用いられ、上に向かう場合は万物の美を神に送り届けるのに用いられる。同様に、
四元素（火、空気、水、土）と存在の下位四レベル（知性、魂、自然、物体）の類
比は、次のことを証明する。すなわち、物体の中で知覚される光がそれらの物体の
内で見られた太陽の光にすぎないのと同様に、物質、自然、魂、知性（あるいは天
使）のレベルで愛されたすべての美は神の美であるから、いかなる愛であれ、つま
るところ神への愛であるということである。神への愛以外のどんな愛も、それ自体
としては否定され、神への愛に帰されるように見える以上、プラトン主義の愛の理
論は完全にキリスト教化されたように思われる。しかし、この否定的な解釈に、よ
り肯定的なもう一つの解釈を対置することができる。神への愛は、下位の諸存在に
向かう愛を否定するよりもむしろそのすべての愛に根拠をあたえるという解釈であ
る。フィチーノにおいては、これら二つの解釈は矛盾に見えるどころか、同時に認
められ、互いに互いから推論されるのである。
	 　我々はただ神のみを愛する。物体や魂や天使を愛するとしても、我々はそれら
自身ではなく、それらの内にある神を愛する。すなわち、物体の内にある神の影
を、魂の内にある神の似姿を、天使の内にある神の面影を愛するのである。この
ように、今や我々は、万物の内にある神を愛し、最終的には神の内にある万物を
愛することになろう。そのように生きることで我々は、神と神の内にある万物を
見て、神自身と神の内にあるあらゆるものを愛するに至るまで進歩するだろう９。
８	 同書、第二書、第五章。
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　この一節は、神への愛以外のすべての愛を全否定するところから始まる。何を愛
そうとも、愛されているのは常に神であり、神のみであるが、その神は、存在の階
層を下りてゆくにしたがい、徐々に不完全な仕方で映ずるようになる。物体への愛
も、そこで神の美の光がすっかり翳っていたとしても、それゆえ神への愛なのであ
る。しかしながら、次の箇所では方向変換が行われて、「あらゆるものの内にある」
この神への愛は、我々が「神の内にあるあらゆるものを愛する」ように導くと明言
される。要するに、下位の存在に対する愛は、神への愛に還元されることで否定さ
れるどころか、それにより正当化される。言い換えるなら、我々の周囲にある物体
を含め、神から来る不完全な存在を愛する我々は正しい。なぜなら、たとえその美
の反映の鮮やかさに度合いの差があるとしても、すべては神の美を反映しているの
だから。そのように神への愛と下位の存在への愛が折り合ったところで、この箇所
の最終行は締めくくられている。
　イタリアルネサンスの文脈と関係づけるなら、この折り合いを、当時の美学が置
かれていた哲学的な状況として理解することができる。キリスト教の影響が行き
渡っていたとはいえ、ルネサンス文化が身体美に魅惑されていたことはよく知られ
ている。絵画、彫刻、建築のみならず、植物学、医学、あるいは機械学さえもが身
体のさまざまな美を熱心に探究し、それらを植物、動物、機械、そしてもちろん人
間の身体の内にも見出した。語源的な意味で、「感覚的なものの学問」としてのこ
の美学（esthétique）は、明らかに古代文化への回帰によって培われたが、哲学の
次元でも、マルシリオ・フィチーノの『饗宴』注解の中に同じ動きが見出される。
古代ギリシアの耽美主義において、愛は社会的規範の一部をなす同性愛的エロティ
シズムに依存していたが、キリスト教の禁欲主義は性愛の価値を否定することで、
同性愛であればそれを断罪しようとしたし、異性愛ならそれを制限しようとした。
フィチーノがそれほどに対立する二つのものを総合できたのは、新プラトン主義の
おかげである。プラトニックな愛を、性愛を奪われた愛として、つまりキリスト教
禁欲主義によって性愛を切り取られたギリシア的愛として、否定的に見ることがで
きる。しかし同じプラトニックな愛は、新プラトン主義の形而上学が可能にした、
ただひとりの神から、物体をも含むすべての存在へのキリスト教的愛の拡大でもあ
９	 同書、第六書、第一九章。
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る。要するに、プラトニックな愛とは、性愛の禁欲であるのと同程度に、精神的愛
のエロス化なのである。
結論
　マルシリオ・フィチーノが理論化したプラトニックな愛とは、性道徳論ではない。
それは古代後期の新プラトン主義哲学者らから取り入れた形而上学に、彼らが厳し
く批判したキリスト教を逆説的に結び合わせたものに属している。新プラトン主義
とキリスト教のそのような縁組みを可能にしたのは、ニーチェが皮肉を込めて観念
論の「背後世界」と名づけることになるものへの信念、すなわちプラトン主義が感
覚世界の背後に仮定する上位の実在、あるいはキリスト教が地上の物質的な世界に
対置する天上の精神的世界への信念である。プラトニックな愛における性愛の排除
は、我々が生きる世界とは別の、より実在的な、この世界の価値を失わせるような
世界への信念と切り離せない。しかしこのもう一つの世界は、歴史的に言うなら、
瓦解してしまった。デカルトのタブラ・ラサの方法、次いで啓蒙期の合理主義が、
新プラトン主義の形而上学的空論を一掃し、哲学をキリスト教神学と区別した。プ
ラトニックな愛は、それが依存する哲学的世界がもはや存在しない以上、厳密な意
味では、もはや存在し得ない。だが、プラトニックな愛の理論が教えているのはま
さに、我々の愛し方は、それが性的であろうとなかろうと、我々の世界観に依存す
るということである。愛は依然として性愛抜きで生きられる。それに日本では今
日、セックスレスの生活様式が増加傾向にあるということが多数のアンケートによ
り明らかにされている。しかし、「プラトニック」な愛を時代錯誤的に話題にする
よりも、セックスレスのそうした生活様式を可能にする世界観を問題にするべきで
ある。つまり、今日、性行為を排除する人々は、いかなる背後世界を生きているの
か、という問題である。
Jocelyn	Groisard,	«	Marsile	Ficin	et	l’amour	
platonique/（néo-）platonicien	»
訳＝藤原真実（首都大学東京教授）
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